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ニホンナシ「幸水」の発芽不良発生状況

関連研究成果カード：2021年度 前期 番号76、関連事業名：気候変動の影響評価と適応のための果樹栽培技術の確立（県単）
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背景・目的

低温遭遇時間が平年の６割程度であった2020年は、宮崎市で発芽不良が多く確認された

■ 記録的暖冬傾向の2020年は、宮崎市において腋花芽の約４割で発芽不良が確認されました
（表１ 、図１、図２）。

■ 2021年は、宮崎市と小林市ともに正常花の割合が８割以上確認されました（表１ 、図１、
図２） 。

成果の内容

成果の活用方法(又は期待される効果)

■近年の低温遭遇時間は減少傾向です。今後、県内発芽不良の発生拡大が予想されます。
■対象地域・面積 県内のニホンナシ（西諸県、児湯） 29戸、約26ha

留意点

■本調査のほ場は、秋冬季に肥料＋堆肥（慣行）を施用しています。
■今後は発生報告の多い地域や他品種の調査、発芽不良軽減技術の確立を目指します。

表１ 「幸水」長果枝の腋花芽における発芽不良の発生割合

■ 秋冬季の高温が影響で、九州地域を中心とする温暖なニホンナシ産地で花芽の枯死や小花の減
少等発芽不良の発生が報告されています。

■ 発芽不良の多発生は、収量や果実品質、樹体の生育に影響を与えます。
■ 発芽不良は、県内産地においても散見されていますが、詳細な発生状況は不明です。
■ 主要品種「幸水」の発生状況を県内主産地の小林市及び農業試験場（宮崎市佐土原町）で調査
しました。

図２ 試験に用いた発芽状況の調査基準

7.2℃以下の

低温遭遇時間

（ｈ） （樹）

2019 639 95.1 ±1.1 1.0 ±1.0 3.9 ±0.1

2020 609 58.3 ±8.3 3.6 ±1.2 7.1 ±0.0 31.0 ±7.1

2021 781 85.1 ±5.1 2.4 ±1.0 10.6 ±3.6 1.9 ±0.6

2020 986 2 94.8 ±2.9 0.0 5.2 ±2.9 0.0

2021 1,144 3 80.1 ±3.2 5.0 ±2.4 10.8 ±2.4 4.1 ±2.8
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図１ 宮崎市の7.2℃以下の低温遭遇時間
（宮崎アメダス11～3月）

＊平年値は1991年～2021年を示し、割合は平年値との比較

28

31

11

38

180

126

255

236

252

219

346

344

124

187

134

248

55

46

35

104

639

609

781

970

0 500 1000 1500

2018～2019

2019～2020

2020～2021

平年値

時間（ｈ）

11月 12月 1月 2月 3月

注）２～３反復樹の平均±標準偏差 2020年から無着葉花の調査を実施
低温遭遇時間は11月～３月における、宮崎及び小林アメダスの数値

「正常花」
小花と葉芽が正常に発芽

「１～２輪」
小花数が少ない

「枯死」
発芽しない 落脱跡も含む

「無着葉花」
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